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人口の高齢化は,今 日世界的な課題であるが,高齢化社会において高等教育機関が果たす機
能と役割は如何 にあるべ きであろうか。
アメリカにおいては,1980年代から継続教育 ・生涯教育に対 して,い くつかの高等教育機i関













高等教育機 関が その教育内容 をその まま高齢者 に提供す るとい う特徴 を持 ち,世 代間交流が
最 も顕著 にみ られるのが,高 齢 者授業料減免正規課程授業参加 プロ グラムである。教育機 関 に
よって名称が異 な り,プ ログラム60(Program60),ゴール ドカー ド(GoldCard)又は プロ
ジェク トス ィクステ ィ(ProjectSixty)等と呼ばれている。
ロ ング とロ ッシ ング(HueyLongsandBoydRossing)は「ア メ リカのほ とん ど全 ての州
の
において高齢者 の為 の授業料減 免に よる正規授業参加が な されている。」 と述べてい るが,そ
の内訳 は表1,表2に み られる ように,1978年においてすでに州法 に よって制定 してい る州が





























































































































く対応 しきれない状態も報告 されている。授業料は,ほ とんどの州が無料 としているが,ヴ ァ
ージニア州にみられるように年収の上限を5,000ドルに定めているところもある。単位 も取得
希望者に対 しては道が開かれている・が,こ の場合は宿題や試験 も他の正規課程学生と同様に受
けなければならない。またワシントン州のように一度に取得できる単位の数を制限していると
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取得を目的とせず,よ って宿題 ・試験 も免除され,学習の喜びを享受している。
オハイオ州立大学においては,1973年「プログラム65」という名のもとに65才以上の高齢者
に大学の正規課程の授業を,無料 ・無単位 ・席の余裕分のみという条件で開放 し,最初の学期
は64名の高齢者を受け入れた。1975年州議i会において高齢者授業料減免に関する法案が可決さ





高齢者が好む科 目は語学,歴 史の他,国 際問題,政 治学 と世界の動きに対する興味と関心を
満たすものである。個別的には過去の専門分野に関する科 目をとる傾向があるが,過去におけ
る学位取得の為の学習に比 して,授 業内容 を余裕 をもって楽 しんでいる。また大学側 としては,
体育実技でさえも学生健康センターで健康診断を受け参加可能 とみとめられた高齢者に開放 し











対 し受講手続 き及び科目選択に関するカウンセリングを行い,プ ログラム実施が円滑かつ効果
的に行われるよう協力を惜 しまない。 さらに,プ ログラム60アソシエイション(Program60
Association)を結成 し,年会費を集めて運営を行っている。社交の場としての機能は もとよ
り,講演,見 学旅行等の教育的機能も果た している。「退職及び配偶者 ・友人の死により生活
の









無単位の学習は広 く地域の人達 を対象 として,1週1回,1回2時 間,約8回 を1科 目の期
間として,1時 間につき約5ド ルの授業料で数多 くの科目を提供している。このプログラムが
提供する科 目は,語学,歴 史から芸術 ・クラフ ト・各種専門技術及び健康に関するものと幅広
い。成人一般を対象としてお り年齢制限はないわけであるから,高齢者は各自興味のある科 目
を選択することができる。






後65才以上の高齢者に対 して授業料減額制度が採用され,退 職者センターとの提供 も加え,高
齢者の為の特別プログラムの充実と普及に力を入れている。
サイファー トとボッグズ(FrederickR.SyphertandDavidL.Boggs)は,1981年に正規
課程に高齢者を授業料減免の上参加 させている高等教育機i関1200を調査 した結果,そ の うち




動 と食 事60才か らのライ フス タイル」等 が挙げ られ ている。 また,ア メ リカ成人教育協 会が
1970年後半 に行 った調査 においては,コ ミュニテ ィーカレ ッジ359校の72%,大学350校の55%
-83一





大学 の施設やその人材 を活用 し,高 齢者が 自ら高 齢者の為 の特別 プログラム を作 り出 したの
が高齢者 の為 の大 学セ ンターCollegeCentersf6rOlderLearners(CCOIs)であ る。 ア メ
リカの有力 な高齢者 団体で ある アメ リカ退職者連 盟 ・American'AssociationofRetiredPer-
,。n,(AAR51は1963年に,高 齢者 に対 して学 習機 会が 開かれてレ・ない当時 の状況 を打破 し,
高齢者教育 を推進す る為,生 涯学習協会(lnstituteofLifetimeLeaming)を設立'した。生 涯
学習協会 はその後,高 等教 育機 関 を利用 した学習セ ンターを精 力的に作 り,高 齢者のニ ーズを
満たすプログラムの提供 を全国的に展 開 して きた。 その成功 によ り,現 在で は高等教育機関が
独 自の高齢者 の為 の学 習モ ンターを設立す るに致 ってい る。 これ らのセ ンターの名称 は教育機
関 によって異 な り,EmさritusCollege,SeniorScholars,AssociationforRetiredProfession-
alsまた,InstituteforLearninginRetirement等と呼 ばれ ている。『ここで は統一 し,College
CehtersforOlderLearri駻s(CCOLs)を使用す る。
CCOLsは高齢者 のあ らゆる教育 的なニーズに応 え,高 齢者 の新 しい能力の 開発並 びに興味
の追求 を援助 する ことを 目的 と してい る。高齢者が それぞれの地域 において教育者,指 導者,
カウンセ ラー1ボ ランテ ィ'アとして,貢 献す ることを勇気づ ける活動 を し,更 に第二の職業 開
の











す為,技 術の向上を目指す科 目すなわち 「写真技術」「創作法」「弁論術」等 もある。また映画,
音楽鑑賞∫討論会も催される。学習者の学歴は70～80パーセントが大学教育を既に受けた高学
歴者であり,20～30パーセントが高等学校卒業者であると報告 されている。




等がある。この他,料 理 ・絵画 ・クラフ ト・歴史 ・文学のコースも提供 されている。、これらの
プログラムは,大学学習センターにおいてのみでなく,地域の教育 ・福祉機関と提携 して提供
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年 には406高等教育機関 において参加者21,000人,1987年には1,000を越 える高等教育機関 にお
いて参加 者140,000人以上 と一途 な増加 を示 している。 また,ア メリカ国内50州はもとよ り35
の
の国々においてプログラムが提供されてきたと報告されている。エルダーホステル本部はボス
トン(Boston)にあ り全国的ネットワークの中心 となっているが,各 大学においては継続教
育学部及び継続教育に関する部局が担当 している。アメリカ全土及び海外におけるプログラム
を掲載したカタログが全国に配布され,ア ラスカ大学においては"ア ラスカの自然一冒険への




目,その他16ケ国において授業が提供 された。授業科目は考古学 ・政治学 ・自然科学等,高 等
教育機関で学び得る科目総てのを網羅 し,さ らに,実際に演 じる演劇活動 ・写真技術 ・クラフ















育 ・訓練の為,3.地 域社会の高齢者サービスの援助の為,4.全 学あげての老年学研究を促
進する為の活動が始め られた。その一環として ドノバ ン奨学金は,大学及び大学院での研究を
希望する65才以上の高齢者を対象に設けられた。この奨学金は学位取得を目的とする者に与え







設の開放及び講演会,ま た通信教育等,家 庭で出来る学習の提供 も加えることができる。
表一3高等教育機関における高齢者の為の学習プログラム




















成 人一般:文 学 ・芸術 ・実
用 と幅広 い





















































高等 教 育 機 関 で学 んだ経 験 が あ る とい う顕 著 な結 果 を得 た。 ま たブ ラ ウ ン大 学(Brown
University)におけるCCOLsは 参加者 の90%が大学卒業者であ るとい う報告 を してい14)i。
前述 の オハ イオ州立大学 プログラム60における継続教 育学部 の調査及 びCOOLsの 学術 プロ
グラムに関す る生涯学習協会の報告 に もみ られるご とく,こ れ らのプログラムにおいて も多 く
の学習者 は最終学歴が大学卒 とい う高学歴者 である。
表4に み られ るように既に1988年の65才人 口のうち50.8%が高等学校 を卒業 してい る。 この
ように,高 齢者全体の学歴が高 くなってい ることか ら,今 後増々高齢者 が高等教育機 関 を利用
す る可能性が高 まってい るといえる。
フーパ ー とマ ーチ(J.D.HooperandG.B.March)はウィス コンシン大学 における学習 プ
ー87
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ログラムの参加高齢者62才以上,139人を対象とした調査から,興味深い結果をみい出してい
る。高齢者139人中129人,すなわち92.8%の高齢者が,青年時代に大学で学んだ経験又は,本
人以外の非意に身近な人(配偶者 ・両親 ・兄弟姉妹 ・子供 ・孫等)が 大学で学んだまたは学ん
でいる等大学 となんらかの繋が りをもっていた。調査対象となった高齢者のうちの46人(33%)


































































































































































































































3.高 齢 者 教 育 を促 進 させ る要 因1
1960年代 か ら始 まった高等教 育機 関の高齢者教育 は1970年代 を通 して大 きな発展 を遂 げて き
た。この発展の要因 と して,まず最初 に挙げ られ るのは老齢 人口の増加であ る。表5に み られ る
ように65才以上老齢 人口は増加 の一途 を辿 り,そ の総人 口に占める割合 は1960年9.2%,1970
年9.8%,1980年11.3%とな り1990年は12.7%を占め ようとして いる。
さらにその他 の要 因 として高齢者は数の上 か らだけで はな く,質 の上で も大 き く変化 を遂 げ
てい るこ とが挙げ られ る。ニ ューガー トン(Bernice,L.Newgerton)は,すで に1974年,ア
ー89一
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メ リカの老 人を大 きく二つ に分け,54歳か ら74歳までの老人 をヤ ングオール ド(young‐old),
75歳以上 の老 人 をオール ド ・オール ド(old‐old)と名付 け,老 人の質の変化 に注 目 して いる。
老人 に対す るみ じめなイメージ,即 ち老 人は健康状態が悪 く,貧 しく,弱 く,孤 立 してい る と
い うイメージは,75才以上のオール ド・オール ドか ら得 られた ものであ って,ヤ ングオール ド
の実態 には当て はまらない と指摘 している。 ヤ ングオール ドは,健 康状態,経 済状態が良 く,
教育程度 も高い。 さらに,彼 らは政治へ の参加 も積極的で,社 会 に対 して も大 きい影響力 を も
ってい る。老人 とい う一呼称 で,高 齢者 を一 まとめ に し,そ の実態 を見誤 るこ との危険性 を指
摘 してい る。 またニ ューガー トンは,元 気で精力的でその上 充分 な教育 を受 けてい る高齢者 は,




も見逃せない。オーバーリーダー(MurrielOberleder)は知能テス トの結果か ら 「高齢者の
知的機能の低下は,ご くわずかであ り,多 くの能力たとえば,言語能力 ・常識的な能力 ・継続
ゆ








































じように将来に関 して新たな興味 と意欲をもつようになる。第四に社会の変化を若者を通 して
ゆ
知るようになる。すなわち,高齢者が若い世代と混り会 うことは,多 くの経験を積んだ人生を
将来に向けて活性化 させ,過 去にではなく現在に生きるという生 き方を導 き出すことになる。
教育機関が高齢者から得るものも少なくない。若い学生が得る利点 として次のような報告が
数多 くなされている。第一に経験豊富な高齢者達は,若者が書物や講義を通 して学んだ事が現
実世界 といかなる関係 をもっているかを明確にするのを手助けしてくれる。第二に高齢者各 自
が持っている専門の技術や知識を提供 してくれる。第三に現実の歴史を生 きる中で多くの体験
をした者 として,そ の時々の有様を語ってくれると同時に,将来についてもその知見をもって
洞察 し,有益な考えを提供 してくれる。第四に若者に人の一生 または加齢の過程を理解 させ,





高齢者はまた教師に対 しても影響を与えている。サイファー トとボッグズは多 くの報告から
学習意欲に富み,自 ら進んで学ぼうとする高齢者は,教師の研究及び教育に対する挑戦であ り,
　の
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の
み可能 となると断言 している。 ・




















な配分と適切な教育プログラムのなかで,高 齢者も権利 を有するという原則を映 した ものでな
ければならない。高齢者があらゆる教育に平等に参加 し,またその恩恵を受けるようにするた
め,教育方法を高齢者の能力に応 じたものにするよう考慮 しなければならない。一貫 した成人
教育の必要性 をあらゆるレベルで認識 し,強調すべ きである。高齢者の大学教育についても考
　の
慮すべきである。」




















第三が個人差への対処である。今 まで高齢者はただ一つの群 としてのみ認識されてきた。 し
かし60歳代 ・70歳代 ・80歳代から100歳以上に致るまで年代による格差は大きく,さらに個人
レベルでは知的能力 ・体力 ・経済的能力 とあらゆる面での異なりが大きい。個人差に対する考
慮 を最 も必要 とするのが高齢者であるといえる。経済的能力の格差に対する援助,年 齢 ・体力
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7)AmericanAssociationofRetiredPersonsは1958年に 設 立 さ れ た 。 そ の 母 体 は1947年 設 立 の






































29)『 高 齢 者 問 題 国 際 行 動 計 画 』(1982年開 催 の 高 齢 者 問 題 会 議 に お い て 採 択)国 際 社 会 福 祉 協 議 会
日本 国 委 員 会 ・全 国 社 会 福 祉 協 議 会,1983年,30-31ペ ー ジ 。
30)Hiemstra,Roger,"TheOlderAdultasLearningPerticipant",ContemporaryEducation5,1980,
p.346-349.
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